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課題有効期間 2001 年 10 月~2004 年 9 月までの３年間

研究目的

共鳴Ｘ線散乱の新しい手法開発や極限条件下での測定法を確立し、電荷・スピン・軌道・格子秩
序系の新奇物性発現機構の解明を行う。

研究成果の概要  
本年度は S2課題最後の年であるので、これまでの研究のまとめを行った。１） 

下記の 5点が本プロジェクト研究による主な研究成果である。 
１． 実験装置・手法の開発 

A. 強的軌道秩序観測法として電荷・軌道散乱の干渉項を利用する手法を開発した。２） 
B. ダイヤモンドアンビルによる高圧下共鳴Ｘ線散乱法を開発した。 

２． ペロブスカイト型 Ti系酸化物の軌道秩序 
A. RTiO3 (R=Y, Sm, Gd, Nd, La)の電荷・スピン・軌道秩序とその融解を観測した。３）
B. Y1-xCaxTiO3系におけるスピン・軌道秩序とその融解を観測した。

４） 
３． f電子系の多極子秩序 

A. RB2C2における軌道秩序：四極子秩序状態を明らかにし、DyB2C2, HoB2C2, TbB2C2の比較か
ら、四極子相互作用と磁気相互作用の競合を議論した。５） 

B. PrFe4P12において、Pr の L3吸収端で RXS 測定を行い、本系の特異な相転移が Pr の四極
子秩序に基づくものかどうかを実験的に検証した。６)

４． 軌道秩序希釈系の軌道ネットワーク構造７） 
Cuフッ化物軌道秩序に対する Zn希釈効果： KCuxZn1-xF3において軌道秩序相図を完成した。
また、パーコレーション濃度直上では、軌道秩序状態のフラクタル構造が実現していることが明
らかになった。 
５． Mn, Ni酸化物の電荷・スピン・軌道秩序 

A. ホールドープされた層状 Mn酸化物において軌道秩序を観測した。８） 
B. 斜方晶 RMnO3の格子歪みの系統的な研究を行った。９） 
C. Ni酸化物においてストライプ電荷秩序を観測した。１０） 
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